コンテンポラリー・ダンス。きらめく身体。―元バットシェバ舞踊団ダンサー、シャハー・ビンヤミニの講演から― by 村越 直子 & Naoko Murakoshi
コンテンポラリー・ダンス。きらめく身体。 
―元バットシェバ舞踊団ダンサー、シャハー・ビンヤミニの講演から― 
 
武庫川女子大学健康・スポーツ科学部講師 村 越 直 子 
 
1. はじめに 
 
第 2 回定例研究会は、イスラエルのダンスカンパニー、バットシェバ舞踊団の元ダンサ
ー、シャハー・ビンヤミニ（Shahar Binyamini）氏（以下、ビンヤミニ）をお迎えして講演
会を開催した。今回の定例研究会に先立って、Gaga Japanが主催するビンヤミニによるGaga
ワークショップが行われた。ワークショップは 2014 年 9 月 13 日～15 日（Aグループ）、19
日～21 日（B グループ）の 2 部制、計 6 日間にわたって行われた。会場となった武庫川女
子大学上甲子園キャンパス（甲子園会館西ホール）には、関西を中心に、東北、九州からも
述べ 70 人の参加者が集った。 
今回の講演会は、Gaga ワークショップに引き続き、同会場で行われた。そのため、ビン
ヤミニへの質疑応答では、積極的にワークショップ参加者からの発言が飛び交った。また、
指定討論者の砂連尾理氏（振付師・ダンサー、以下砂連尾）からは、Gaga のアプローチを
通じた身体観に関する問いかけがなされ、それを鞍掛綾子氏（振付師・Gaga 教師、以下鞍
掛）の通訳を介してビンヤミニが答える形で、「コンテンポラリ ・ーダンス。きらめく身体。」
についての活発な討論がなされた。本稿は、まず Gaga の成り立ちや Gaga ワークショップ
の内容についてこれまで筆者自身が行ったインタビューやフィールドワークの調査 1)を記
し、次に講演におけるビンヤミニや登壇者の発言を取り上げながら、その内容について考
察を行う。 
 
2. Gaga 
 
2.1 Gaga の成り立ち 
Gaga といっても、一般的には耳慣れない言葉であろう。これは、バットシェバ舞踊団の
芸術監督であり、世界各地でその作品が称賛されている振付師オハッド・ナハリン（Ohad 
Naharin）2) 氏（以下、ナハリン）が 15年ほど前に開発した身体技法である。Gaga は、ダン
サーに対しては身体言語を引き起こす手法であり、一般の人々へは身体感覚と動きの可能
性を引き出す手法である。ナハリンはこれを、年代・民族を問わず世界中の誰もが簡単に
発音できる言葉として、Gaga と名付けた。Gaga は、ナハリンが腰を痛めた時に自分の身体
の状態を改善しようと試行錯誤した結果として生まれた。状態が回復した後も、彼は身体
を整えるためにこれを日課として続けた。その様子を見ていた彼の舞踊団の事務員が、自
分たちにも気持ちよくできそうな技法ではないかと興味をもち、ナハリンに教えを請うよ
えてはどうだろうか。人間の死は二回訪れると言われる。一回目は肉体の死、二回目は人々
の記憶からなくなった時である。絵蝋燭を見ることで、残された人たちが亡くなった人に
思いを馳せることは、今も昔も変わらぬ大切なことだと思う。 
 
6. 結びにかえて 
 
 「蝋燭は我が身を溶かし、人に灯りを与える」という言葉がある。長年、これが云わん
とするところの意味を考えてきたのだが、それは「自らが光源となることで、周りの人を
まんべんなく照らし幸せの灯を届けることができる」ということではないかと思うに至っ
た。そして、燃え尽きてなくなってしまう和蝋燭と同様、「時間とは有限なものであるから、
今を大切にする」という意味も込められているように思う。 
様々な職人の手を介して作られる和蝋燭を、前述で駅伝のタスキに例えてみたが、最後に
そのタスキを受けるのは、火を灯すその人である。火を灯した瞬間の、その温かい笑顔が、
喜びが、愛する心こそが和蝋燭のきらめきではないだろうか。 
 
（2014 年 5月 17 日、生活美学研究所本年度第 1回定例研究会における講演に基づく） 
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 今や家庭に備蓄されることもなく、まして使用されることもきわめて稀になった和蝋燭。
神社仏閣ですら家事を恐れて蝋燭を電飾にかえているところもよく見かけるようになった。 
 わが国に１本ずつ和蝋燭を手作りしている製造所が何件あるのだろう。きれいな絵付け
和蝋燭が「ローソク」として使われることなく、部屋の装飾品として置かれるだけではあ
っても女性を中心に再認識してもらえる環境を与えておられる松本商店（松本恭和さん）
には敬意をあらわしたい。 
 和蝋燭の原料「ハゼノキ」（ウルシ科）は西日本の暖地に比較的多く白生しているが、こ
れらは栽培木が野生化したものである。古くから各地で蝋をとるために栽培されていた。
以前は男性整髪用の「ポマード」の原料や、樹皮を煎じて染料に用いられていた。 
 ウルシと同様に肌が被れるころがあるのであまり人家の近くや庭木として植えることを
憚かられることがある。 
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うになった。このことがきっかけで、ナハリンによる一般の人に向けたクラスが生まれた。
Gaga によって、人々が動く喜びを実感していることを知ったナハリンは、舞踊団のダンサ
ーのトレーニングにもこの方法を加えるようになった。すると、ダンサーたちは Gaga を通
じてより高度な動きを追求するようになり、彼らの身体能力とその可能性はさらなる広が
りをみせた。ダンサーの必要に応じて内容は進化し続け、一般の人々の行う「Gaga People」
とは別に、筋力や柔軟性を要するダンサーの為の「Gaga Dancers」というクラスがなされ
るようになった。 
 
2.2 感覚に基づいて 
「Gaga クラス」（「Gaga Dancers」と、一般の人を対象とした「Gaga People」の両方を指
す）には、幾つかの特徴的なルールがある。 
まず、クラスの最初に「動きを止めない」というルールが伝えられる。もうこれ以上動け
ないと感じるほど体力的に厳しい状態になっても、動く範囲や力の入れ方を調整し、微か
な動きだとしてもその動きを止めないようにする。さらに、次々と加えられていく新たな
指示を自身の動きに取り込み、重ねていく。（こうして生まれてくる状態を、ナハリンは「動
きの多層性」とよぶ。）受講者は自分の身体を探求し、生まれてくる動きを吟味する。こう
した身体運用によって、思い込みや習慣からくる癖にとらわれることなく、新たな動きや
感覚を引き起こすことができるようになる。ナハリンは、Gaga は単なるダンス・トレーニ
ングの手法に留まらず、「人生に関わる意義深い事柄についての見方や考え方」を学び取る
ことにつながると言う。ダンスの枠を超え、我々の日常にある多層に折り重なる課題（multi 
layered task）に対して、つねに多方向へと拓かれている状態をつくることに貢献する。
そうした Gaga の態度は、人間の生き方にまで広げて応用できるものである。 
クラスを行う間、多くの場合、教師は部屋の中心または前方から受講者に向けて言葉を
掛ける。受講者は教師から発信されるその言葉掛け―比喩を用いた言葉掛け―に対して、
それぞれの想像力を用いて反応し、そこから動きの質感を吟味しつつ、動きの流れをつな
ぎ合わせていく。教師自身も受講者と共にクラスの最後まで動き続けるので、Gaga の最中
には受講者を静観するような外部の視線はない。Gaga の言葉掛けは重要な要素であるので、
受講者の私語は厳禁とされている。教師から指示がある場合（全員でカウントしたり、指
示に従って発声したりする）に限り声を出す。 
また、Gaga クラスを行う場所には鏡がない。通常のダンス・クラスとは違い、受講者は
鏡に映った自分の姿を見て、自分の状態を修正したり、他人と比較したりはしない。自分
の感覚を重視する。とは言っても、目を閉じて身体の内部だけを感知し、探求するのでは
なく、自分の居場所を確認し、他者の動きも視界に入れながら動く。さらに、Gaga クラス
は見学が許されない。教師を含め Gaga をする者だけがそこに集う。遅れて参加することは
認められず、クラスの開始と同時にドアは閉ざされる。撮影や録画は原則禁止である。 
教師から発せられる言葉掛けには、特有の言いまわしがあり、それは Gaga 語と呼ばれて
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いる。ナハリンは Gaga の指導言語を時折吟味しなおし、定期的に Gaga 教師を集めてそれ
を伝授する。古い習慣に執着することなく身体を捉え直すために、こうしている。各国の
Gaga 教師たちは自分の身体を通して、それぞれの母国語で Gaga 語を再検討する。社会や文
化、宗教観、環境や習慣の違いなどの肌理細かい点にまで配慮し、その場に集う人が使う
生きた言葉を選ぶ。言葉が見つからない身体部位や身体内部の感覚に、Gaga では名前が付
けられる。例えば、ヨナ（踵から 10 センチくらい上の部分）、ルナ（日本で言うところの
丹田、英語で center）、ピカ（恥骨を意識すること、その部分に力を入れること）など幾つ
かの名前が生まれており、教師と生徒はその言葉を共有する。動きについても、ヨーヨー、
ターマなど Gaga をする人が動きの方向性や、量感、動きのイメージなどを生み出しながら
進化している。つまり、Gaga 語は完全に解釈が重なり合うことを目的としているわけでは
なく、それぞれが動く中で、実感を伴った理解を目指し、それぞれの解釈でつながってい
るのだ。 
Gaga クラスをイスラエルと日本で体験した舞踊評論家の石井達朗は、その特色を次のよ
うに述べている。「〔Gaga は〕バットシェバのダンサーと、ノンダンサーの素人とでは天と
地ほどの開きがある。しかし、両者が別世界の人間ではないことを認識させてくれる〔…〕
ダンサーであろうとなかろうと皆それなりに自分の体の声を聞く。「踊らされる」のでなく
「踊る」〔…〕」3)。また、舞踊史家の古後奈緒子はナハリンが指導した日本でのワークショッ
プを受講した直後に、「肉体改造といった意識や、常態とする身体秩序を出るといった感触
すらなかった。だからフィジカルな「できない」ともほぼ無縁」4)と、自身の主宰するホー
ムページで体験談を記している。ナハリンも、Gaga は、人の中にある踊る喜びを引き出し、
人を available（可能な状態）にしていくものだと述べている 5)。こうした Gaga の独特の
スタイルは、人々が自分の身体を見つめ直し、自らの可能性を発見していく機会となる。 
 
3．2014 年 Gaga ワークショップ レポート 
 
今回、Gaga Japan が主催したワークショップでは、イスラエルの首都テルアビブを拠点
に Gaga の普及や教師育成などの統括を行う Gaga Movement から教師が派遣された。 
教師のビンヤミニは、18歳よりバットシェバ舞踊団アンサンブルに所属し、その 2年後
に舞踊団の正団員となり、以後、2013 年の退団まで、ナハリンの作品において主要なパー
トを踊るメインダンサーとして活躍した。また、Gaga 教師として世界中のワークショップ
に招かれ Gaga 普及にも注力している。最近ではテルアビブにある Weizman Institute にお
いて、科学者たちと協働して、ダンスとサイエンスをつなぐプロジェクトにも取り組んで
いる。 
今回のワークショップでは、ダンサーを対象にした「Gaga Dancers」のプログラムが実
施された。ワークショップは毎日「Gaga クラス」から始まった。甲子園会館西ホールの中
央にビンヤミニが立ち、参加者一人一人に身体の探求を促す言葉が投げ掛けられる。それ
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らはすべて、日本人Gaga教師の鞍掛によって日本語に訳された。「骨から肉を引き剥がす」、
「水に浮く」、「水に沈む」、「ボールを投げる」、「ボールを移動させる」、「ボールを身体の中
で移動させる」など、具体的で単純な指示が次々になされる。参加者は自分の想像するま
まに動き、そして指示から生まれた動きをそこに重ねていく。クラスの最後には、参加者
全員が、活き活きとした表情で音楽とともに身体を動かしていた。 
30 分の休憩の後になされたレパトリークラスでは、参加者はバットシェバ舞踊団の作品
を学んだ。その中で、ビンヤミニは作品を踊る際にも Gaga の考えを応用するよう参加者に
求めた。参加者は、今回、ナハリンの代表作「Max」と「The Hole」からの抜粋部分を学ん
だ。 
昼食後には、「Gaga Methodical」という Gaga の概念を学ぶクラスが行われた。このクラ
スでは、毎回最後に即興を行う。今回は、通常の Gaga ワークショップに加えて、ビンヤミ
ニ独特のアプローチが試されていた。例えば、ペアになり、一人がビンヤミニの言葉掛け
で即興を続け、もう一人がパートナーのその動きを観察し、そこで思いついた言葉をその
まま紙に書き留め、それをワークの後にお互いに共有してコメントを出し合った。 
今回の Gaga ワークショップは、このような流れで行われた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 Gaga ワークショップより、レパトリークラスの様子 
            （中央にビンヤミニ） 
 
4．「コンテンポラリー・ダンス。きらめく身体。」講演会記録より 
 
Gaga ワークショップに続き、講演会「コンテンポラリー・ダンス。きらめく身体。」を開
催した。ビンヤミニと指定討論者の砂連尾、鞍掛と共に「きらめく身体」について考えた。
各登壇者の発言の中から、筆者が注目したものを取り上げながらGagaの身体観を考察する。 
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4.1「動きを評価しようとせず、自分が何者なのかを知ること」 
講演では、ワークショップを受けた砂連尾の感想をきっかけとして、ビンヤミニの考え
が Gaga 教師という彼の立場を超えて自由に語られることになった。 
 
砂連尾：ワークショップを受けて、Gaga は思考して出てくる動きではなく、思考
しないで出てくる動きというものに注目されているように思いました。また、参
加者の中には、どうやったら生き生きとしたダンス、身体が生まれるのだろうか
という疑問を抱いて集まって来た方が多いように感じました。考えてしまうこと
によって、いつの間にか振付けがつまらなくなるとか、踊りこんでいるつもりな
のに、何か自分のくせになっているとか。そうした悩みを解く鍵のようなものが、
Gaga にはあるのでしょうか。 
 
ビンヤミニ：Gaga では動きに評価を与えていくようなことをしません。Gaga ク
ラスで生まれた動きについては、考えてやっているのか、考えないでやっている
のか、という見方ではなく、それを自分で評価しないこと、何が重要なのかさえ
も考えなくてよいのです。夢を見ている時に、考えながら夢を見ているのではな
いのと同じで、夢を見るような表現、つまり無意識が動きを紡ぎだすということ
の方に着目しています。 
 
Gaga クラスは鏡がない部屋で行われ、また見学が許されないことからも想像できるよう
に、外部からの評価はない。自分の姿を見ることもないし、自分で生み出した動きを自分
で評価することもない。ただ動きを味わい、感覚を呼び起こし、その実感を掴むことに無
心になる。このような状況を作り出すということについては、世界中のどの Gaga クラスに
おいても徹底して行われている。自分を外からのイメージで評価せず、他者からの批評（そ
れはここでは無意味である）もなくすことによって、無心に感覚を磨くことに専念しやす
い環境を整えるのだ。しかし、そこにいる人々に対し、注意を怠るわけではない。教師から
「目を閉じずに」とコメントされることもしばしばあり、その場で生まれ共有されているエ
ネルギーには敏感でいなければならない。そして、その自らのワークに没頭する者同士で
生まれてくるものが、信頼関係というものであることに気づかされる。ビンヤミニは、お
互いの自由な表現を認め合えることのできる場において、自分が何者であるかを Gaga によ
って知り得るのだと繰り返し語っている。 
 
ビンヤミニ：ワークショップで、私は様々な方と出会い、その方たちがもつ素晴
らしい才能に気づかされます。そういった美しいものや素晴らしいテクニックを、
皆さんが既にもっているというのに、私に他に何ができるのでしょうか？ 私が
することは、ただコンディションを作るということだけです。そしてまた、スキ
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ルを使うような創造的な関係（場）において、新しいことができるチャンスを与
えているだけです。教師としてやるべきことは、その人たちが何者であるかとい
うことを知るチャンスを与えることであり、Gaga はその助けとなるものだと思っ
ています。 
 
Gaga 教師であり現役の舞台人でもあるビンヤミニの発言は、参加者がバットシェバ舞踊
団の創作場面を、より詳細にイメージするのに役立ったようだ。ナハリンは創作の現場で、
ダンサーと協働する際、ダンサーがそのきらめきを失うことなく、舞踊作品に参与してい
くことを可能にしている。自己理解と他者理解が生み出す活力あふれる創作活動の現場を
想起させられる。 
 
ビンヤミニ：今日ここに集まっている人々が、何がダンスをきらめかせるのか、
きらめく身体とはどんな過程を経て培われるものなのか、ということに関心をも
っているのなら、そのことを理解する鍵は、創作の過程における振付師とダンサ
ーの関係にあると言えます。両者のコミュニケーションが、ダンスを躍動感あふ
れるものにし、また、ダンサーを活き活きと踊らせることに大きく関わっていま
す。両者がどのように責任を引き受け合うかが重要であり、その意味で両者のコ
ミュニケーションはポイントなのです。振付師は、その過程で、ダンサーがきら
めくような動きをするためにどうすべきかを伝えるのではなく、ダンサー自身が
何者であるかということを知ろうとする方向に導くことが重要で、お互いにその
探求をしている中で、その人からそういうもの（きらめくような動き）が出てく
ればよいのです。〔…〕オハッドがバットシェバのダンスを新鮮な状態に保ってい
るのは、オハッド・ナハリンとダンサーの間にある信頼関係にあります。そこで
は振付師が創作過程にダンサーを巻き込み、互いに集中力を保っています。ナハ
リンは Gaga 教師としてでも、バットシェバ舞踊団の芸術監督としてでもなく、彼
自身として自らの思うままにそこにいるのです。 
 
4.2 言葉掛けによるイメージと動く喜び 
砂連尾：ダンスとは身体から出てくる情報が瞬時に消えていく芸術であって、自
分自身で全部を理解したりコントロールしていないところにこそ、その良さがあ
るのではないかと思うのです。例えば、今日、ペアになって一方が動き、もう一
方が相手の動きを見て感じたことをそのまま言葉に書き留めるというワークがあ
りました。このようなワークから思ったのは、Gaga というのは他者の見えたもの
を理解することによって自分を改めて発見していくことなのではないか、という
ことです。その時に重要なのは、見る人がどういう言葉を紡げるのか、言葉をい
かに知っているかということではないでしょうか。見ているものをきちんと言語
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化する能力が重要なことだと思いました。 
 
砂連尾の発言にあるように、Gaga クラスやレパトリークラスにおいて、Gaga 教師は身体
の置かれた状態について比喩表現を用いた言葉を投げ掛ける。ただ「右腕を上にあげる」
という言い方ではなく、「水の中で右腕が浮いていく」というような言葉を掛ける。また、
手を葉に喩えて「木の枝から葉っぱが舞い落ちるように」と動きをそえながら、手が上か
ら下に落ちる時の質感を言い表す。その落ち方は、それぞれの木の葉の如く個々人の違い
があって構わない。こうした質感をともなうビンヤミニの言葉掛けは、レパトリークラス
で作品を踊る時の指導においても同様であった。 
 
ビンヤミニ：言葉の掛け方によって身体の質感が変わります。別の言い方をする
と身体は言葉掛けによって様々に反応するのだとも言えます。単純な例を挙げれ
ば、昨日のワークショップで、「マイナス 16」の振付けをやりましたが、「上に挙
げていた手が落ちていく」と言っただけではイメージは広がりません。しかし、
それが「木から葉っぱが落ちていくように」と伝えた瞬間に動きが別のものにな
るのです。イメージは主観的なものなので、その人がどのようなイメージをもっ
てストーリーを紡ぐかは分かりません。イメージをもった瞬間が、動きがその人
自身のものになる瞬間だと考えています。〔…〕Gaga が素晴らしいのは、痛みと
戦うのではなく、（痛みをもっているところから）心地良い状態に向って行くとこ
ろです。私は、今パーキンソン病の患者と一緒に Gaga をやっています。パーキン
ソン病には薬がなく、彼らはとても弱く落ち込んでいるのですが、Gaga をするこ
とで今までできなかったこともできるようになるのです。例えば、幼少期のこと
へと想像を膨らませたりするプロセスから、手を上げたり立ち上がったりといっ
た動きができるようになるのです。これまで医者が来てもできなかったのに、で
す。Gaga は魔法ではなく、人が喜びと結びつく方法なのです。〔…〕私は、例えば
他の国に行って Gaga を教える時、その学校で教えられていることや、成長し続け
るうちに獲得してきた習慣を一旦壊して、ピュアな状態になるように働きかけて
います。Gaga は、ただ楽しいだけではなく、自分の喜びとつながる方法であって、
ピュアな状態になることを助けるクラスなのです。 
 
言葉から得た個人個人がもつイメージと、実際に動くこととの間には、最初は大きな
ギャップがある。そのイメージと自ら生み出す動きをどのようにつなげるのか、その探求
の継続から何かが見つかるはずだとビンヤミニは言う。彼は、その言葉と身体を「つなぐ
もの」が「きらめく身体」と関係しているのではないか、とまとめた。 
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4.3 舞踊作品としてのまとまりと Gaga 
バットシェバ舞踊団のダンサーたちは、どのような過程を経て舞踊団のユニークさやス
タイルを醸し出すにいたっているのだろうか。ダンス経験のある参加者から次のような質
問があった。 
 
質問者：Gaga では「私自身を知りなさい」ということを言われますが、そこには
一つの正解がありません。それぞれがそれぞれであって良いのだとすれば、踊り
としてのまとまりはどうなるのでしょうか。多様だから良いということで、その
多様性にどんどん開かれていってしまうと、どこかの時点で今度はばらばらにな
ってしまうと思います。そうなった時の他者とのつながり、例えば作品を作る時
のまとまりや統一感というものは、いったいどこで生まれるのでしょうか。 
 
バットシェバ舞踊団の創作過程で、ナハリンの作品世界に対し、ダンサーの同意はどの
ようにしてなされているか、という問いについて、ビンヤミニはこのように答えている。 
 
ビンヤミニ：私は Gaga とバットシェバ舞踊団の作品とを分けて考えています。
Gaga は、バレエのようにはっきりとした型ではないけれども、これも一つのテク
ニックだと思っています。例えば、フェルデンクライス・メソッド 6)もそうです
が、Gaga も練習のあるひとつの技法なのです。もちろん Gaga を開発したのも、
バットシェバ舞踊団で作品を創っているのも、オハッド・ナハリンという一人の
人間なので、両者を切り離すことはできません。ですが、作品そのものと、その
作品に Gaga の身体技法を融合させることとは別のことです。〔…〕ナハリンは創
作過程で、ある日は、既に頭の中に具体的な振りがあって、それをダンサーにコ
ピーさせる、またある日は、イメージだけを渡してダンサーに創作させ、後から
それをフィードバックさせ、自分のイメージに合うものにして行く。ダンサーの
身体は Gaga で培った身体言語をもっているので、イメージを与えられてインプ
ロヴィゼーションすると、多くを説明しなくても幾つもの言葉が身体から出てき
ます。 
 
ナハリンは自分が事前に準備した動きをダンサーに伝え、それを振りとして構成してい
くこともあれば、言葉でイメージを伝え、ダンサーの動きから振りを作って行くこともあ
る、とビンヤミニは答えている。その過程で重要になるのは、Gaga を介して見いだされた
共通言語（身体）である。 
以前、筆者とのインタビューにおいて、ナハリンは Gaga について次のように語った。「私
はダンサーと話すための言語が必要になった。その言語は私の作品をダンサーが解釈する
ことに役立ち、その解釈をダンサーの身体から引き出すものだ」。Gaga と創作活動の往復
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に、見えない動きやある質感の共通理解、そして共通言語を生み出す試みがあるといえる。
その試みによって、（ダンサーが個々のイメージを膨らませ、その振りには様相の違いがあ
ろうとも）見る者の目には、統一感のある振りとして見られるのではないだろうか。 
 
4.4 ダンスにおける型 
講演会の終わりでは舞踊における型や技について論じられた。砂連尾はその中で次のよ
うに語った。 
 
砂連尾：一つの技法に型というものがあるとすれば、Gaga はその型を解体する技
法だと言えるのではないでしょうか。その型だけをやっていたらルーティンにな
ってつまらなくなるものを、Gaga によって意識を覚醒させていくことにより、身
体を発見していく。まだもっといける、まだこういう感覚があって、もっと繊細
で、自分の知らないところもあるのだということを Gaga クラスと舞踊作品を踊
ることの往復によって身体は体験していく。型を解体することと、感覚の覚醒、
この二つはセットになっている。技術は作品を表現するときに必要なことだが、
人間は型をもってしまうと、そこにとらわれてしまう。型と、その型を壊す型の
往復のようなものとして Gaga はできたのではないでしょうか。 
 
ナハリンは「テクニックも型も悪いものではありません。バレエ・ダンサーの動きとい
うのは素晴らしく美しい。技や型を追い求めることは決して悪いことではありません。」と
筆者とのインタビューで述べていた。そして「〔問題は、〕「型」と言ったとたんに人はそこ
に滞って、固まって、動きをやめてしまうところにあります。そうなると型は違うものに
なってしまいます」。これは、ナハリンの考え方の中で特に重要なことだと筆者は捉えてい
る。また、テクニックという言葉を Gaga に対して用いなかったのは、「テクニック」とい
うものとそうでないものの区別が、人々の中で起こってしまうことを避けたかったからな
のだろう。 
 
4.5 きらめく身体 
本稿の最後に、砂連尾が「きらめく身体」について発言された言葉を、寄せておきたい。 
 
砂連尾：「きらめく身体」というのは、私は、ダンスに限らず日常をどう生きるか
ということと一緒なんだなと思いました。Gaga が教えていることには、型だけに
とらわれない色々な発想があったわけですが、そうした発見を普段の生活でもし
ていたいと思います。〔…〕「きらめく」という感覚をもつのは、毎日生まれて毎
日ちゃんと死ぬということではないかと思いました。明日、ダンサーとして動け
なくなるから、一つの動きをちゃんとやろうと思ったときに発見できるものがあ
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る。〔…〕日常で生きているということは、無意識に振付けられている―常識や教
育によるものや、やって良いこと悪いことなどに縛られている―ことでもありま
す。その与えられたものを、もう一度、自分なりに違う角度、違う物差しでもっ
て測っていく。そのために、自分の精神を常にフレッシュにして、毎日生き直す
というようなことをどういう風に生み出していくのか。これは Gaga ともつなが
っていることで、人生を苦行ではなく、楽しんで朗らかに生きていくことにつな
がるのではないかと思いました。 
 
ビンヤミニは、「きらめく身体」とは、「自分を知る」努力によって培われていくものでは
ないかと述べた。その努力や探求の過程で無意識が紡ぎだしてくる動きを、評価にさらす
のではなく、むしろその動きを自分の可能性や知として蓄え、想像することが重要となる。
「きらめく身体」とは、こうしたプロセスにおいて生じる現象、動きのダイナミズム、スピ
ード、方向性などを自由自在に遊ぶことができるということ、一言で言えば「喜び」である
のだ。 
コンテンポラリー・ダンスは、ダンスのジャンルの中でもとりわけ、言葉での定義が難
しいものである。21 世紀に入って、コンテンポラリー・ダンスは伝統的なダンスと我々の
生活・現代文化を融合させながら益々多種多様な仕方で、観客を独自の世界へと誘ってい
る。それ故、コンテンポラリー・ダンスは「何でもあり」と例えられることもある。その実
践の現場において、ダンサーたちも、また振付師たちも、「型」と「迸る躍動感」の間で揺
れ惑いながらも身体感覚を日々更新し続け、作品世界を模索しているのだろう。コンテン
ポラリー・ダンスに多方面から興味関心が寄せられているとするならば、すなわち、個々
の想像による現代人の思考と身体をいまの感覚でつかみとること、「自分が何者であるか」
実感したい人間の模索や探求がそこにあるからではないだろうか。 
 
5．おわりに 
 
バットシェバ舞踊団は 2015 年 10 月に来日が決定し、私たちはその作品を日本で鑑賞す
ることができる。上演が予定されている「Decadance」は、ナハリン代表作品の一つである。
そこで踊るダンサーの内に、この講演会では言葉にしきれなかった「きらめく身体」を、感
じとることができるかもしれない。 
 
【参考文献】 
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http://www.danceinisrael.com/2008/11/going-gaga-my-intro-to-gaga-dance/（アクセス
2013 年 5 月） 
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指定討論者コメント 
Gaga Japan 鞍 掛 綾 子 
 
GAGA ときらめく身体をつなげた時、今回のディスカッションで捉えたことは、言葉の力、
イメージの力、そういった GAGA の持つ動くことへのアプローチが、本来身体が持つ可能性
を広げ、そして GAGA の基本である、喜びを感じることへの努力が、きらめく身体を作る一
番の鍵ではないかということでした。言葉からくるイメージの仕方によって変わる身体の
あり方を経験し、さらには繰り返しによって得られる努力と喜びの関係を見出した時に、
それが外から見える型を超えた身体の輝きに変わるとも言えます。GAGA はイスラエルのプ
ロのコンテンポラリーダンスカンパニー、バットシェバ舞踊団の芸術監督であるオハッド•ナ
ハリンが考案したもので、本来は一般の方がどうすれば動くことを楽しめるか、というこ
とが基本でした。オハッドの言葉を借りれば、できないことをできるように努力するより
も、今の身体で、たとえば怪我をしていたり、痛みがあったとしても、その体ができること
を探し、動く喜びを見つける、言い換えれば、できることを増やす努力、それは生きること
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を精一杯努力することのようにも聞こえます。その姿勢そのものが、きらめく身体の謎な
のかもしれないと、今回改めてこれからのコンテンポラリーダンスにとって、大切な考え
方を認識することができました。 
 
 
舞踊家 砂連尾   理 
 
GAGA はバットシェバ舞踊団率いる振付家のオハッド・ナハリンが考案した動きのテクニ
ックで、ナハリン自身のリハビリテーションをきっかけに考案した「動く喜び」を実感す
るための運動と言われている。私が実際にそれを受けて感じたことは所謂バレエやモダン
ダンスのような型のトレーニングというよりは、どちらかというと言葉＝イメージによっ
て動きながら身体を開拓するメソードで日本の舞踏的なトレーニングとの類似性を先ず感
じた。西洋と東洋の結節点であるイスラエルでそれらが融合したメソードが生まれたこと
はとても興味深い。また、このメソードはダンサーだけではなくダンス経験が浅い人や、
更にいうとダンス経験が無くとも身体を動かすことに興味関心がある人に広く開かれてい
る。それはダンスのデモクラシーを詠ったポストモダンダンスにも通じ、GAGA は「動く喜
び」だけでなく「生きる喜び」を思考する運動でもあると言えるのではないだろうか。 
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